
図書館だより  ４月号 

                            東峰学園（中学部） 梶原弥生 

           新学期が始まりました。新しいスタートに期待がふくらみます。図書館も新しい本

を準備して、みなさんが来ることを待っています。今年度もたくさんの本の世界を楽

しんでほしいと思っています。 

 

  図書館のきまり（みんなが気持ちよく利用出来るようにしましょう） 

① ひとり２冊（金曜日、祝日前は３冊）１週間借りられます。 

② 本を大切にしましょう。 

③ 図書館では静かに過ごしましょう。 

④ 返却日を守りましょう。（読み終わらないときは、一度返却してもう一度借りましょう） 

 

４月２３日～５月１２日は、「こどもの読書週間」です。 

 「子どもたちにもっと本を」「子どもたちにもっと本を読む場所を」との願いから 

「こどもの読書週間」は、誕生しました。 

 もともとは、５月５日の「こどもの日」を中心とした２週間でしたが、子どもの 

読書への高まりを受けて、２０００年より４月２３日（子ども読書の日）から 

５月１２日に期間を延長しました。 

 東峰村では毎月２３日は、「親子読書の日」です。テレビを消して家族みんなで本を 

読む時間を作ってみませんか。 

新 刊 案 内 

 謎の空間、二重の扉、窓のない子ども部屋・・・。 

この家、何かがおかしい。あなたは、この間取りの「謎」が 

解けますか。 

 「わたしたち結婚しないと生きていけないの？」「女の子 

なんだから勉強なんかできなくていいのよ」サウジアラビア、モロッコ 

インド、アフガニスタン、そして日本。国も宗教も文化も違う少女たちに 

降りかかる「女の子だから」を見つめる作品集です。  

    

 

 イチョウは数千万年の間、どんな大変動にも耐えてきました。 

放射能や公害も恐れない木。日本から世界に広がった木。何千年 

も人間を夢中にさせてきたイチョウの大冒険をみてみましょう。 

 

 
 

 

 



    

 一平には両親がいません。荒れた一平を救ったのは、テラジ先輩にすすめられた 

キックボクシングでした。生まれ持つ「恵まれた体格」で努力を重ねる一平は、 

無敵で一気にプチ有名人になります。しかし有名になればなるほど「失敗したらどう 

しよう」「負けたらどうしよう」という不安が心を占めていきます。そんな時、 

「かねやま本館」に呼ばれます。 

👑 👑  

 「わたしはこの夏を西武に捧げようと思う」と、地元デパートの 

閉店カウントダウン中継に３０日間映り込んだり、MÜ１に挑戦したり、 

実験のため坊主頭にしたり、二百歳まで生きると宣言したり。今日も 

我が道を突き進む「成瀬あかり」から目が離せません。 

 

保護者のみなさまへ 

 図書司書の梶原弥生です。今年度も図書館のお世話をさせて 

いただきます。朝読書やビブリオバトル、委員会活動、図書館便

りを通じて、子どもたちに読書の楽しさを伝え、「もっとくわしく

知りたい！」を応援していける場所でありたいと思っています。

宜しくお願い致します。 

 

 


